
 事業番号 

※　国の緊急経済対策及び緊急雇用対策等により、平成21年度 30,989円、平成22年度 19,300千円

　平成23年度 12,216千円の施設維持補修及び臨時職員の雇用費用あり。
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こども課

Ｈ23決算 Ｈ24予算

小学校入学前の幼児を保育して、その心身を健全に発育させ、善良な習慣を養い、
もって家庭教育を補い就学前の教育を行うために必要な事業
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目的・
必要性

（何のために）
事

業

概

要

対　象
（誰・何を
　対象に）

Ｈ22決算Ｈ21決算

10,224 9,860
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事業シート（概要説明書）

事業年度

実 施 方 法

担当部名

担当課名
事 業 名 公立幼稚園運営事業

根拠法令等 　教育基本法、学校教育法

こども保健部

□ その他□ 補助金

総合計画での位置付け

2,411

8

26,82226,742

　開始年度：昭和８年度　　　　　　　　　　　終了年度：未定

実施主体・委託先等

□指定管理□ 委託

事業費

事業費の
財源内訳

72,420

10,147

委託料

扶助費

報酬（嘱託・臨時職員含む）
賃金

その他（幼稚園使用料等）
一般財源

8,323 8,997

■ 直接実施

　人づくりと文化の振興　→　未来を支える人づくり　→　幼児教育の充実

国・県からの補助金等

合計（千円）

公立幼稚園における幼児教育の実施

    就学前の４、５歳児　　　（１園のみ３歳児から）

2,188

その他（工事請負費、使用料等）

事業内容
（手段、手
　法など）

28,735

29,587

73,122

80,557

80,773 80,557

28,747

旅費 449 592

42,187

73,122

需用費
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30,233 28,567

負担金、補助及び交付金 390 503

30

31

72,420
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 事業番号 

　  先般成立した、子ども・子育て支援法等に沿って「子ども・子育て会議」を設置し、保育
  ニーズの把握等を踏まえ、「子ども・子育て支援事業計画」を策定し、より効果的な幼稚
  園運営を目指していく。

   公立幼稚園在園児数

　□直営（拡大・充実）　　□直営（現行どおり）　　■直営（要改善）　　□民間等実施　　□廃止

実績

1,575
目的達成のた
めの活動指標 379

特記事項
（事業の沿革等）
（他都市との比較等）

今後の方向性

より充実した幼児教育・保育を実践し、市民ニーズに応えるため平成２３年度から新た
に３園（東・鶴山・加茂）で預かり保育を実施している。その結果、３園においては平成
24年度の園児数が前年度に比べて増加し、全体の園児数も減少割合が微減に留まっ
ている。

近年、保育ニーズは質・量ともに高度化・多様化・増大化が進んでいる。
こうしたなか、公立幼稚園では保育時間終了後や長期休業中の保育ニーズに対応す
るため、平成23年度から預かり保育事業を実施している。
一方、公立幼稚園全体の園児数は少子化や子育て世代の就労形態の変化等により
減少傾向にあり、今後早急な対応が必要と考えている。

　・　市内の公立幼稚園は、明治時代後期に志ある先人により設立された私立幼稚園を、
　　　昭和８年に市営移管した中央幼稚園を筆頭に、昭和４６年までに１３園設置された。
　・　市内中心部の園児数減少を受け、平成１１年に中央幼稚園を西幼稚園に統合した。
　・　平成１７年２月の市町村合併により新たに加茂幼稚園、阿波幼稚園が加わり、
　　　１４園となる。
　・　平成２０年４月、市の機構改革によりこども保健部こども課に移管となる。
　・　幼稚園の設置並びに編成基準に関して定めた内規により、阿波幼稚園については、
　　　平成２５年４月から休園予定となっている。

　※　目標値は、定員数を記載している。

    公立幼稚園の在園児数により、幼稚園活動の状況が分かるため。指標選択理由

単位活　動　指　標　名

395

目標

Ｈ23年度

1,575

Ｈ24年度

1,575

372

Ｈ22年度

8

事業シート（概要説明書）

事業目的の
達成状況

現在の課題と
今後の対応


